
 

 

 今年から、なぎさ小学校でどんぐり育成プログラムが始まりました。5クラス

約180人の３年生が、どんぐりを鉢植えしました。 
 

○どんぐりを植える目的○ 

 学校から見える六甲山から、大雨によって大

量の土が神戸のまちに流れ出た歴史と、その対

策の話を聞きました。どんぐりを育てて森をつ

くることが、神戸のまちを守ることになること

を学びました。 
 

○鉢植え○ 

 あらかじめ六甲山で拾っておいたどんぐりを

順番に、協力して鉢に植えていきました。 

 「どんぐりが大きくなるのに何年かかるの？」 

 「土砂くずれは１年に何回起きているの？」 

 今日の授業で、どんぐりや土砂災害への関心

が高まったようです。 水に沈めてどんぐりを調べます 
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協力してどんぐりを植えます 元気に育つように願いをこめた水やり 

先生の話を真剣に聞く子ども達 


